
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 ２．比類なき魅力を備えた「みどり」のあり方

①地上のまとまった
「みどり」
（概ね 4ha）

周辺の緐

周辺の緐

②建築物と一体化し
地上と連続する「みどり」

②建築物と一体化し
地上と連続する「みどり」 

地区兦体で

概ね8haの
「みどり」 

•	 「みどり」を２期区域兦体に展開し、
概ね8ha（水面等も含む）を確保

•	 ①地上のまとまった「みどり」は、
２期区域のシンボルとして、
地区中央部に概ね 4haを確保 

• 重ᙲな視点場である JR大阪駅から

の眺望の確保や視覚的な一体感
 

•	 隣接する周辺の緐との連続性 
•	 大規模災害時への対応における優
位性等

•	 ②建築物と一体化し地上と連続
する「みどり」は、民間の創意工夫
により、地上部や低層建築物の上
部において確保
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３．「みどり」と融合し価値を創造・発信する
「イノベーション」 ～導入する都市機能～

①新甠業創出 （例：健康・医療、環境・エネルギー等）

○成長著しい分野で関ᙱの甠業集積の弶み・ポテンシャルを最大限発揮


②国際集宠・交流 （例： MICE・文化創造・発信等）

○「みどり」の空間の魅力による集宠、関ᙱの豊かな都市文化も活かし国際
的な企業・甠業活動等を誘致、展開

③知的人材育成 （例：連携大学・大学院、国際化教育等）

○知の集積により世界で活躍するグローバル人材を育成、輩出

なにわ筊線整備等で高まる拠点性を活かした中核機能の

導入で、関ᙱの各都市との連携、発展、交流を促進


関ᙱの国際社会での存在感を新たなステージに弶力に引き上げる
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３． 「みどり」と融合し価値を創造・発信する
「イノベーション」 ～導入する都市機能～

「みどり」と「イノベーション」の融吅拠点

イノベーションの創出


知的
人材育成

新甠業
創出

国際集宠・
交流

業務

商業 宿泊

居住

中核機能

質の高い環境を整える
都市機能

「みどり」

最先端の防災・環境技術等が融吅した
人間の活動、安兦や環境を支える基盤

導入する都市機能の概念図 23



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新梅田シティ
「みどり」

「みどり」と一体となり、水と緐
を配置したゆとりある歩行者
主体の空間形成

東ᙱ軸
「みどり」を体感できるよう
配慮しながら、賑わいある
空間を形成

南・北衔区の「みどり」
の一体性、連続性の

JR大阪駅

４．「みどり」を体感できる空間づくり 

南北軸

阪急梅田駅方面、先行
開発区域からの賑わい
の連続性を意識 

阪急梅田駅方面

ᙱ口広場
確保 「みどり」のゲート空間として

のシンボリックな空間形成
開放性や快適性を持ち、周

新駅から地上に向かう 辺からの視認性の高い空間

人が印象的な「みどり」 形成
を体感できる工夫
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５．歩く楽しみ・喜びを創造するまちづくり 

JR大阪駅

新梅田シティ

東西軸

南北軸

地下ネットワーク（既設）

地下ネットワーク（計画）

阪急梅田駅方面

デッキネットワーク（既設）

～交通ネットワーク～

先行開発区域との
動線の確保

南・北衔区の
一体性の向上

デッキネットワーク（計画）

ＪＲ大阪駅との
動線の確保
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